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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて、ハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）を実行する方法で
あって、前記方法は、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行され、
　前記方法は、
　特定のアップリンク－ダウンリンク設定においてアップリンクサブフレームｎに関連す
るＭ（Ｍ≧１）個のバンドルされたダウンリンクサブフレームを決定することであって、
Ｍは、前記特定のアップリンク－ダウンリンク設定に従った集合Ｋ内の要素の数である、
ことと、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームｎ－ｋ内で少なくとも１つのバンドル指示子
を受信することであって、
【数１】

であり、前記少なくとも１つのバンドル指示子は、対応するサブフレームまでの割り当て
られたＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅ
ｌ）伝送を有するＰＤＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｃｈａｎｎｅｌ）の累積的な数を示す、ことと、
　前記少なくとも１つのバンドル指示子と、前記割り当てられたＰＤＳＣＨ伝送を有する
検出されたＰＤＣＣＨの数とに基づいて少なくとも１つの割り当てられたＰＤＳＣＨが失
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われているかどうかを判定することと、
　割り当てられたＰＤＳＣＨが失われていない場合には、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生
成することであって、前記割り当てられたＰＤＳＣＨ内の全ての符号語の受信が成功した
場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＡＣＫ信号であり、前記割り当てられたＰＤ
ＳＣＨ内のいずれかの符号語の受信が失敗した場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
はＮＡＣＫ信号である、ことと、
　前記アップリンクサブフレームｎで前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンク制御
チャネル上に送信することと
　を含み、
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を搬送する前記アップリンク制御チャネルのためのアッ
プリンクリソースは、バンドル指示子を有するＰＤＣＣＨが前記ユーザ機器により検出さ
れた最後に検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームに関連する、方法。
【請求項２】
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、少なくとも１つの割り当てられたＰＤＳＣＨが失わ
れた場合には、送信されない、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンク制御チャネルは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であ
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　無線通信システムにおいて、ＨＡＲＱを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する装置で
あって、
　前記装置は、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームｎ－ｋ内で少なくとも１つのバンドル指示子
を受信する受信ユニットであって、
【数２】

であり、前記少なくとも１つのバンドル指示子は、対応するサブフレームまでの割り当て
られたＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅ
ｌ）伝送を有するＰＤＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｃｈａｎｎｅｌ）の累積的な数を示す、受信ユニットと、
　特定のアップリンク－ダウンリンク設定においてアップリンクサブフレームｎに関連す
るＭ（Ｍ≧１）個のバンドルされたダウンリンクサブフレームを決定することであって、
Ｍは、前記特定のアップリンク－ダウンリンク設定に従った集合Ｋ内の要素の数である、
ことと、前記少なくとも１つのバンドル指示子と、前記割り当てられたＰＤＳＣＨ伝送を
有する検出されたＰＤＣＣＨの数とに基づいて少なくとも１つの割り当てられたＰＤＳＣ
Ｈが失われているかどうかを判定することとを実行する判定ユニットと、
　割り当てられたＰＤＳＣＨが失われていない場合には、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生
成する生成ユニットであって、前記割り当てられたＰＤＳＣＨ内の全ての符号語の受信が
成功した場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＡＣＫ信号であり、前記割り当てら
れたＰＤＳＣＨ内のいずれかの符号語の受信が失敗した場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号はＮＡＣＫ信号である、生成ユニットと、
　前記アップリンクサブフレームｎで前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンク制御
チャネル上に送信する送信ユニットと
　を含み、
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を搬送する前記アップリンク制御チャネルのためのアッ
プリンクリソースは、バンドル指示子を有するＰＤＣＣＨが前記受信ユニットにより検出
された最後に検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームに関連する、装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(3) JP 4932032 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

【０００１】
　 
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムで制御信号の効率的な伝
送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代移動通信システムは、以前世代の移動通信システムのように単純な無線通信サー
ビスに留まらず、有線通信ネットワークと無線通信ネットワークとの効率的連動及び統合
サービスを目標として標準化されている。このように、音声中心のサービスを超えて映像
、無線データなどの多様な情報を処理して伝送することができる高速大容量通信システム
が要求されることによって、無線通信ネットワークに有線通信ネットワークの容量（ｃａ
ｐａｃｉｔｙ）に近接する大容量データを伝送することができる技術開発が要求されてい
る。従って、情報損失の減少を最小化して、システム伝送効率を高めることによってシス
テム性能を向上させることができる適切なエラー検出方式が必須な要素となった。
【０００３】
　自動反復要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔｒｅ　Ｑｕｅｓｔ：以下、ＡＲＱ）
方式は、受信機がデータを正しく受信した場合、送信機に受信成功信号（Ａｃｋｎｏｗｌ
ｅｄｇｅｍｅｎｔ：以下、ＡＣＫ）を伝送して、一方、受信機がデータを正しく受信でき
なかった場合、送信機に再伝送要求信号（Ｎｏｔ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ：以
下、ＮＡＣＫ）を伝送する方式である。ハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）方式にお
いて、データ受信機が伝送するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は一般的に少ない数のビットに表現
される。
【０００４】
　最近、データ処理時、伝送効率を向上させるために既存のＡＲＱ方式に、物理階層のチ
ャネルコーディング（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｏｄｉｎｇ）を結合した技術であるＨＡＲＱ（
Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ）が提案されている。ＨＡＲＱでは、送信機は受信失敗したデータ
を再伝送して、受信機は受信失敗したデータを捨てないで格納する。受信機が再伝送され
たデータを受信すると、前記再伝送されたデータを以前に格納しておいたデータに結合し
て性能利得を高める。
【０００５】
　ＨＡＲＱ方式では受信機がＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信機にフィードバック（ｆｅｅｄ
ｂａｃｋ）するための別途のフィードバック無線リソース（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｒａｄｉ
ｏｒｅ　ｓｏｕｒｃｅ）を用いる点で、限定されたフィードバック無線リソースの効率的
な使用が相当重要な論点として登場している。
【０００６】
　以下、ダウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）は基地局から端末への通信を意味して、アッ
プリンク（ｕｐｌｉｎｋ）は端末から基地局への通信を意味する。ダウンリンクは、正方
向リンク（ｆｏｒｗａｒｄ　ｌｉｎｋ）ともいい、アップリンクは逆方向リンク（ｒｅｖ
ｅｒｓｅ　ｌｉｎｋ）ともいう。ダウンリンクにおいて、送信機は基地局の一部分であり
、受信機は端末の一部分である。アップリンクにおいて、送信機は端末の一部分であり、
受信機は基地局の一部分である。
【０００７】
　ダウンリンク伝送に使われる無線リソースと、アップリンク伝送に使われる周波数、時
間及びコード領域のような無線リソースが重ならないように区分する方式が必要であり、
このような方式をデュプレックス（ｄｕｐｌｅｘ）という。お互いに異なる使用者を区分
するための多重接続技術（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ　ｓｃｈｅｍｅ）と同様に、
アップリンクとダウンリンクの区分は、周波数、時間及びコード領域で可能である。デュ
プレックス方式は、大きいにアップリンクとダウンリンクを周波数に区分するＦＤＤ（Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）方式と、アップリンクとダ
ウンリンクを時間に区分するＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ
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）方式に分けられる。
【０００８】
　ＦＤＤ方式では周波数領域でアップリンクとダウンリンクが区分されるため、基地局と
端末間のデータの伝送が各リンクにおいて時間領域から連続的に行われることができる。
ＦＤＤ方式は、アップリンクとダウンリンクに同じ大きさの周波数を対称的に割り当てて
おり、音声通話のような対称型サービス（ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ）に適切
であるため広く使われたが、最近、インターネットサービスのような非対称型サービス（
ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ）にはＴＤＤ方式が適し、これに対する研究が活
発に進行している。
【０００９】
　ＴＤＤ方式は、アップリンクおよびダウンリンクに相違する比率の時間スロットを割り
当てることができるため、非対称型サービスに適するという利点がある。ＴＤＤ方式のも
う他の長所では、アップリンクとダウンリンクが同一周波数帯域で送受信されるため、ア
ップリンクとダウンリンクのチャネル状態がほぼ一致する。従って、信号を受信すると即
座にチャネル状態を推定することができてアレイアンテナ（Ａｒｒａｙ　Ａｎｔｅｎｎａ
）技術等に適する。ＴＤＤ方式は、全体周波数帯域をアップリンクまたはダウンリンクと
して使用し、時間領域でアップリンクとダウンリンクを区分しているため、一定時間はア
ップリンクとして使用して、もう他の一定時間はダウンリンクとして使用するため、基地
局と端末間にデータ送受信が同時に行われることができない。
【００１０】
　基地局がダウンリンクデータを伝送すると、端末は一定時間が経過した後にダウンリン
クデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクに伝送する。もし、ダウンリンク
伝送に使われる時間がアップリンク伝送に使われる時間より大きい場合、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号を伝送することができる量が制約的であることがある。即ち、一つの端末がダウン
リンクに受信したＮ個のパケットに対してＮより小さい数のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを
用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送しなければならない状況が発生する。ダウンリンクパ
ケットの数より少ない数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がフィードバックされる状況でも、パケ
ットの損失を最小化して復旧性能を極大化することができるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送
方法が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の技術的課題は、無線通信システムでＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を效率的に伝送する
方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一態様によると、無線通信システムで端末がＨＡＲＱを遂行する方法が提供さ
れる。前記方法は、バンドルされた複数のダウンリンクサブフレームの数を指示するバン
ドル指示子を受信すること、ここで前記バンドルされた複数のダウンリンクサブフレーム
の各サブフレームは一つまたは複数の符号語の伝送に使われ、前記バンドル指示子と検出
されるバンドルされた複数のダウンリンクサブフレームの数を比較することによって少な
くとも一つのバンドルされたダウンリンクサブフレームが紛失されたかを判断すること；
どんなバンドルされたダウンリンクサブフレームも紛失されない場合、代表ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号を生成すること、及び前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクチャネルに
伝送することを含む。前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、前記検出されるバンドルされた
ダウンリンクサブフレーム内の全ての符号語が成功的に受信される場合ＡＣＫ信号であり
、以外の場合にはＮＡＣＫ信号である。
【００１３】
　本発明の他の態様によると、無線通信システムで端末が制御信号を伝送する方法が提供
される。前記方法は、Ｍ個の複数のダウンリンクサブフレーム内のバンドルされたダウン
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リンクサブフレームの数を指示するバンドル指示子を受信すること、バンドルされたダウ
ンリンクサブフレームが検出される場合、カウンタ（ｃｏｕｎｔｅｒ）を増加させること
；前記バンドル指示子が前記カウンタと同じでない場合、代表ＮＡＣＫ信号を生成するこ
と、及びアップリンクサブフレームのアップリンク共用チャネルを介して前記代表ＮＡＣ
Ｋ信号を伝送することを含む。前記代表ＮＡＣＫ信号を前記バンドルされた複数のダウン
リンクサブフレーム内の全ての符号語に対する非成功的な受信を表す。
【００１４】
　本発明のもう他の態様によると、無線通信システムで端末が制御信号を伝送する方法が
提供される。前記方法は、バンドルされたダウンリンクサブフレーム内の符号語を受信す
ること、バンドルされたダウンリンクサブフレームが検出される時、カウンタを増加させ
ること、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生成すること、及び前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
及び前記カウンタをアップリンクサブフレーム内のアップリンク共用チャネル上に伝送す
ることを含む。前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、少なくとも一つのバンドルされたダウ
ンリンクサブフレームが紛失される、或いは少なくとも一つの符号語が成功的に受信され
ない場合、ＮＡＣＫ信号である。そして、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、前記バンド
ルされた複数のダウンリンクサブフレームが全て検出され、前記符号語が全て成功的に受
信される場合ＡＣＫ信号である。
【００１５】
　本発明のもう他の態様によると、無線通信システムで端末がＨＡＲＱを遂行する方法が
提供される。前記方法は、バンドルされた複数のダウンリンクサブフレームを受信するこ
と、ここで前記バンドルされた複数のダウンリンクサブフレームの各サブフレームは一つ
または複数の符号語の伝送に使われる－、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生成すること、及
び前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクチャネル上に伝送することを含む。前記
代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、前記バンドルされた複数のダウンリンクサブフレーム内の
全ての符号語が成功的に受信される場合にＡＣＫ信号であり、前記バンドルされた複数の
ダウンリンクサブフレーム内で少なくとも一つの符号語も成功的に受信されない場合、Ｎ
ＡＣＫ信号である。前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を運搬する前記アップリンクチャネル
のためのアップリンクリソースは、最後に検出されるバンドルされたダウンリンクサブフ
レーム及び／または前記最後に検出されるバンドルされたダウンリンクサブフレームのス
ケジューリングのために使われるダウンリンクリソースと関連する。
【００１６】
　本発明のもう他の態様によると、無線通信システムでＨＡＲＱを用いてＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号を伝送する装置が提供される。前記装置は、バンドルされた複数のダウンリンクサ
ブフレームの数を指示するバンドル指示子を受信する受信部、ここで前記バンドルされた
複数のダウンリンクサブフレームの各サブフレームは一つまたは複数の符号語の伝送に使
われる－、前記バンドル指示子と検出されるバンドルされた複数のダウンリンクサブフレ
ームの数とを比較することによって、少なくとも一つのバンドルされたダウンリンクサブ
フレームが紛失されたかを判断する判断部；どんなバンドルされたダウンリンクサブフレ
ームも紛失されない場合、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生成する生成部、及び前記代表Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクチャネルに伝送する伝送部を含む。前記代表ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号は、前記検出されるバンドルされたダウンリンクサブフレーム内の全ての符
号語が成功的に受信される場合ＡＣＫ信号であり、以外の場合にはＮＡＣＫ信号である。
（項目１）
　無線通信システムにおいて、ハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）を実行する方法で
あって、前記方法は、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行され、
　前記方法は、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームの数を示すバンドル指示子を受信することで
あって、前記バンドルされたダウンリンクサブフレームの各サブフレームは、１つまたは
複数の符号語を送信するために使用される、ことと、
　前記バンドル指示子と、検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームの数とを
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比較することによって、少なくとも１つのバンドルされたダウンリンクサブフレームが失
われているかどうかを判定することと、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームが失われていない場合には、代表ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号を生成することであって、前記検出されたバンドルされたダウンリンクサブフ
レーム内のすべての符号語の受信が成功した場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は
ＡＣＫ信号であり、それ以外の場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＮＡＣＫ信号
である、ことと、
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクチャネル上に送信することと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、少なくとも１つのバンドルされたダウンリンクサブ
フレームが失われた場合には、送信されない、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記アップリンクチャネルは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）である、
項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を搬送する前記アップリンクチャネルのためのアップリ
ンクリソースは、最後に検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームおよび／ま
たは前記最後に検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームのスケジューリング
のために使用されるダウンリンクリソースに関連する、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記バンドル指示子は、ダウンリンクチャネル上に送信され、前記アップリンクチャネ
ルのためのリソースは、前記アップリンクサブフレームに最も近い前記バンドルされたダ
ウンリンクサブフレームに対するダウンリンクチャネルに関連する、項目１に記載の方法
。
（項目６）
　少なくとも１つのバンドルされたダウンリンクサブフレームが失われた場合には、前記
代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＮＡＣＫ信号として生成することをさらに含む、項目１に記
載の方法。
（項目７）
　前記アップリンクチャネルは、物理アップリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）である、
項目６に記載の方法。
（項目８）
　前記バンドル指示子は、前記バンドルされたダウンリンクサブフレームの累積的な数で
ある、項目１に記載の方法。
（項目９）
　前記バンドル指示子は、ダウンリンクスケジューリング情報に含まれている、項目１に
記載の方法。
（項目１０）
　前記バンドル指示子は、アップリンクスケジューリング情報に含まれている、項目１に
記載の方法。
（項目１１）
　無線通信システムにおいて、制御信号を送信する方法であって、前記方法は、ユーザ機
器（ＵＥ）によって実行され、
　前記方法は、
　Ｍ（Ｍ＞１）個のダウンリンクサブフレームにおいてバンドルされたダウンリンクサブ
フレームの数を示すバンドル指示子を受信することと、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームが検出された場合には、カウンタを増加させ
ることと、
　前記バンドル指示子が前記カウンタに等しくない場合には、代表ＮＡＣＫ信号を生成す
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ることであって、前記代表ＮＡＣＫ信号は、前記バンドルされたダウンリンクサブフレー
ムにおける全ての符号語の受信が不成功であったことを表す、ことと、
　アップリンクサブフレーム内のアップリンク共用チャネル上に前記代表ＮＡＣＫ信号を
送信することと
　を含む、方法。
（項目１２）
　前記バンドル指示子は、ダウンリンク制御チャネル上で受信される、項目１１に記載の
方法。
（項目１３）
　前記バンドル指示子は、前記バンドルされたダウンリンクサブフレームに含まれている
、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　前記バンドルされたダウンリンクサブフレームの位置および数は、前記アップリンクサ
ブフレームに対して予め決められている、項目１１に記載の方法。
（項目１５）
　前記バンドルされたダウンリンクサブフレームの数は、前記アップリンクサブフレーム
の数に等しいか、または、前記アップリンクサブフレームの数よりも大きい、項目１１に
記載の方法。
（項目１６）
　無線通信システムにおいて制御信号を送信する方法であって、前記方法は、ユーザ機器
（ＵＥ）によって実行され、
　前記方法は、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームにおける符号語を受信することと、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームが検出された場合に、カウンタを増加させる
ことと、
　代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生成することであって、少なくとも１つのバンドルされた
ダウンリンクサブフレームが失われた場合、または、少なくとも１つの符号語の受信が不
成功であった場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＮＡＣＫ信号であり、そうでな
い場合において、前記バンドルされたダウンリンクサブフレームの全てが検出され、かつ
、前記符号語の全ての受信が成功した場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＡＣＫ
信号である、ことと、
　アップリンクサブフレーム内のアップリンク共用チャネル上に、前記代表ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号と前記カウンタとを送信することと
　を含む、方法。
（項目１７）
　無線通信システムにおいて、ＨＡＲＱを実行する方法であって、前記方法は、ユーザ機
器（ＵＥ）によって実行され、
　前記方法は、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームを受信することであって、前記バンドルされ
たダウンリンクサブフレームの各サブフレームは、１つまたは複数の符号語を送信するた
めに使用される、ことと、
　代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生成することであって、検出されたバンドルされたダウン
リンクサブフレームにおける全ての符号語の受信が成功した場合には、前記代表ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号はＡＣＫ信号であり、前記検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレ
ームにおける少なくとも１つの符号語の受信が不成功であった場合には、前記代表ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号はＮＡＣＫ信号である、ことと、
　アップリンクチャネル上に前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信することと
　を含み、
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を搬送する前記アップリンクチャネルのためのアップリ
ンクリソースは、前記最後に検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームおよび
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／または前記最後に検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームの前記スケジュ
ーリングのために使用されるダウンリンクリソースに関連する、方法。
（項目１８）
　無線通信システムにおいて、ＨＡＲＱを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する装置で
あって、
　前記装置は、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームの数を示すバンドル指示子を受信する受信ユ
ニットであって、前記バンドルされたダウンリンクサブフレームの各サブフレームは、１
つまたは複数の符号語を送信するために使用される、受信ユニットと、
　前記バンドル指示子と、検出されたバンドルされたダウンリンクサブフレームの数とを
比較することによって、少なくとも１つのバンドルされたダウンリンクサブフレームが失
われたかどうかを判定する判定ユニットと、
　バンドルされたダウンリンクサブフレームが失われていない場合には、代表ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号を生成する生成ユニットであって、前記検出されたバンドルされたダウンリン
クサブフレーム内の全ての符号語の受信が成功した場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
信号はＡＣＫ信号であり、それ以外の場合には、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＮＡＣ
Ｋ信号である、生成ユニットと
　前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクチャネル上に送信する送信ユニットと
　を含む、装置。
 
【発明の効果】
【００１７】
　ダウンリンクパケットの数より少ない数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がフィードバックされ
る状況でも、パケットの損失が最小化して復旧性能を極大化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】無線通信システムを示したブロック図である
【図２】端末の要素を示したブロック図である。
【図３】無線フレーム構造の一例である。
【図４】無線フレーム構造の他の例である。
【図５】ダウンリンクサブフレームの構造の一例である。
【図６】アップリンクサブフレームの構造の一例である。
【図７】ＰＵＣＣＨにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送を示す。
【図８】本発明の一例にともなうＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドル（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ｂｕｎ
ｄｌｉｎｇ）によりＨＡＲＱを遂行する方法を説明する。
【図９】本発明の一例にともなうＴＤＤシステムにおけるＨＡＲＱ遂行方法を示す流れ図
である。
【図１０】本発明の一例にともなう代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を無線リソースにマッピン
グする方法を説明する図面である。
【図１１】本発明の一例にともなうＴＤＤシステムでＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送方法を
説明する説明図である。
【図１２】本発明の他の例にともなうＴＤＤシステムでＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送方法
を説明する流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌ　ｅａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
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ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような多様
な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような
無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）により具現されることができる。ＴＤＭ
Ａは、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ）のような無線技術により具現されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ
８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２－
２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術により具現され
ることができる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅ
ｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳＴｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌＲａｄｉｏＡｃｃｅｓｓ）を使用するＥ－ＵＭＴＳ（ＥｖｏｌｖｅｄＵＭＴＳ
）の一部であって、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ
を採用する。ＬＴＥ－Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は３ＧＰＰ　ＬＴＥの進化である。
【００２０】
　図１は、無線通信システムを示したブロック図である。無線通信システムは、音声、パ
ケットデータなどのような多様な通信サービスを提供するために広く配置される。
【００２１】
　図１を参照すると、無線通信システムは、基地局（１０；Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、
ＢＳ）及び端末（２０；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）を含む。基地局（１０）
は、一般的に端末（２０）と通信する固定された地点（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を
いい、ノード－Ｂ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他の用語とも呼ばれる
ことができる。一つの基地局（１０）には一つ以上のセルが存在することができる。端末
（２０）は、固定される、或いは移動性を有することができ、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔ
ａｔｉｏｎ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓ
ｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語とも呼ばれ
ることができる。
【００２２】
　無線通信システムは、アップリンク及び／またはダウンリンクＨＡＲＱを支援すること
ができる。また、リンク適応（ｌｉｎｋ　ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）のためにＣＱＩ（ｃｈ
ａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を使用することができる。ダウンリ
ンクとアップリンク伝送のための多重接続方式はお互いに異なってもよい。例えば、ダウ
ンリンクはＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）を使用して、アップリンクはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ
　Ａｃｃｅｓｓ）を使用することができる。
【００２３】
　無線通信システムに適用される多重接続方式には制限がない。ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒ
ｒｉｅｒ　ＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭＡ（ＯｒｔｈｏｇｏｎａｌＦｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）または公知された他の変調技術等のよう
な多重接続技法に基づいてもよい。これらの変調技法は通信システムの多重使用者から受
信された信号を復調して通信システムの容量を増加させる。
【００２４】
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　端末とネットワーク間の無線インターフェースプロトコル（ｒａｄｉｏ　ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の階層は、通信システムで広く知られた開放型システム間相
互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ；ＯＳＩ）モデルの
下位３個階層に基づいて第１階層（Ｌ１）、第２階層（Ｌ２）、第３階層（Ｌ３）に区分
されることができる。このうち、第１階層に属する物理階層は物理チャネル（ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を用いた情報伝送サービス（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｔｒａ
ｎｓｆｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供して、第３階層に位置する無線リソース制御（ｒａ
ｄｉｏｒｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ；以下、ＲＲＣという）階層は端末とネット
ワーク間に無線リソースを制御する役割を遂行する。このためにＲＲＣ階層は端末とネッ
トワーク間にＲＲＣメッセージをお互いに交換する。
【００２５】
　物理階層で使われるいくつかのダウンリンク物理制御チャネルがある。ＰＤＣＣＨ（ｐ
ｈｙｓｉｃａｌｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）は、端末にＰＣＨ
とＤＬ－ＳＣＨのリソース割当及びＤＬ－ＳＣＨと関連したＨＡＲＱ情報に対して知らせ
る。ＰＤＣＣＨは、端末にダウンリンク伝送のリソース割当を知らせるダウンリンクグラ
ント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）及びアップリンク伝送のリソース割当を知らせる
アップリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を伝送することができる。ＰＣＦＩ
ＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒｍａｔ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）は、端末にサブフレーム内でＰＤＣＣＨの伝送に使われるＯＦＤＭシンボルの
数を知らせる。ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームごとに伝送される。ＰＨＩＣＨ（ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、アップリ
ンク伝送の応答としてＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する。
【００２６】
　図２は、端末の要素を示したブロック図である。端末（５０）は、プロセッサ（ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒ、５１）、メモリ（ｍｅｍｏｒｙ、５２）、ＲＦ部（ＲＦ　ｕｎｉｔ、５３
）、ディスプレー部（ｄｉｓｐｌａｙ　ｕｎｉｔ、５４）、使用者インターフェース部（
ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｕｎｉｔ、５５）を含む。プロセッサ（５１）は、無線
インターフェースプロトコルの階層が具現され、制御平面と使用者平面を提供する。各階
層の機能はプロセッサ（５１）を介して具現されることができる。メモリ（５２）は、プ
ロセッサ（５１）と連結して、端末駆動システム、アプリケーション及び一般的なファイ
ルを格納する。ディスプレー部（５４）は、端末の多様な情報をディスプレーして、ＬＣ
Ｄ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌ
ｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）等、よく知られた要素を使用することがで
きる。使用者インターフェース部（５５）は、キーパッドやタッチスクリーンなど、よく
知られた使用者インターフェースの組合せでなることができる。ＲＦ部（５３）は、プロ
セッサと連結して、無線信号（ｒａｄｉｏ　ｓｉｇｎａｌ）を送信及び／または受信する
。
【００２７】
　図３は、無線フレーム構造の一例である。
【００２８】
　図３を参照すると、無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）は、１０個のサブフレー
ム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）で構成され、一つのサブフレームは２個のスロット（ｓｌｏｔ）
を含むことができる。データ伝送の基本単位はサブフレーム単位になり、サブフレーム単
位にダウンリンクまたはアップリンクのスケジューリングが行われる。一つのスロットは
、時間領域で複数のＯＦＤＭシンボルと周波数領域で少なくとも一つの副搬送波を含むこ
とができる。一つのスロットは７または６ＯＦＤＭシンボルを含むことができる。
【００２９】
　図４は、無線フレーム構造の他の例である。これはＴＤＤ無線フレーム構造である。
【００３０】
　図４を参照すると、無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）は、二つのハーフフレー
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ム（ｈａｌｆ－ｆｒａｍｅ）を含む。各ハーフフレームの構造は同一である。ハーフフレ
ームは、５個のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）と３個のフィールド（ｆｉｅｌｄ）Ｄ
ｗＰＴＳ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ：ＤｗＰＴＳ）、保護区
間（Ｇｕａｒｄ　Ｐｅｒｉｏｄ）及びＵｐＰＴＳ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉｍｅ
　Ｓｌｏｔ）を含む。ＤｗＰＴＳは、端末における初期セル探索、同期化またはチャネル
推定に使われる。ＵｐＰＴＳは、基地局におけるチャネル推定と端末のアップリンク伝送
同期を合せるとき使われる。保護区間は、アップリンクとダウンリンクとの間にダウンリ
ンク信号の多重経路の遅延によりアップリンクで生じる干渉を除去するための区間である
。
【００３１】
　表１は、無線フレームの設定情報（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）の一例を表す。無線
フレームの設定情報は、一つの無線フレーム内の全てのサブフレームにアップリンクとダ
ウンリンクが如何なる規則により割当（または予約）されるかを表す情報である。
【００３２】

【表１】

　表１を参照すると、‘Ｄ’はサブフレームがダウンリンク伝送のために使われることを
表して、‘Ｕ’はサブフレームがアップリンク伝送のために使われることを表す。‘Ｓ’
はサブフレームが特別な用途に使われることを表し、フレーム同期（ｓｙｎｃ）を合わせ
る、或いはダウンリンク伝送のために使われることを表す。以下、ダウンリンク伝送のた
めに使われるサブフレームを簡単にダウンリンクサブフレームといい、アップリンク伝送
のために使われるサブフレームを簡単にアップリンクサブフレームという。各設定ごとに
一つの無線フレーム内のダウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレームの配置（
ｐｏｓｉｔｉｏｎ）及び個数が相違する。
【００３３】
　ダウンリンクからアップリンクに変更される時点またはアップリンクからダウンリンク
に切り替える時点を切り替え時点（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｐｏｉｎｔ）という。切り替え
時点の周期性（Ｓｗｉｔｃｈ－ｐｏｉｎｔ　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ）は、アップリンク
サブフレームとダウンリンクサブフレームが切り替える様相が同一に繰り返される周期を
意味して、５ｍｓまたは１０ｍｓである。例えば、設定０から見ると、０番目から４番目
サブフレームまでＤ－＞Ｓ－＞Ｕ－＞Ｕ－＞Ｄに切り替え、５番目から９番目サブフレー
ムまで以前と同一にＤ－＞Ｓ－＞Ｕ－＞Ｕ－＞Ｕに切り替える。一つのサブフレームが１
ｍｓであるため、切り替え時点の周期性は５ｍｓである。即ち、切り替え時点の周期性は
一つの無線フレーム長さ（１０ｍｓ）より少なく、無線フレーム内で切り替える様相が１
回繰り返される。
 
【００３４】
　全ての設定において、０番目、５番目サブフレーム、及びＤｗＰＴＳはダウンリンク伝
送のために使われる。全ての設定の１番目サブフレームと設定０、１、２、及び６の６番
目サブフレームはＤｗＰＴＳ、保護区間、及びＵｐＰＴＳで構成される。各フィールドの
時間長さは設定に従って異なる。前記１番目及び６番目サブフレームを除外した残りの８
個のサブフレームは２個のスロットで構成される。
【００３５】
　切り替え時点の周期が毎５ｍｓである場合、ＵｐＰＴＳと２番目及び７番目サブフレー
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ムはアップリンク伝送に予約される。一方、切り替え時点の周期が毎１０ｍｓである場合
、ＵｐＰＴＳと２番目サブフレームはアップリンク伝送に予約され、ＤｗＰＴＳ、７番目
及び９番目サブフレームはダウンリンク伝送に予約される。
【００３６】
　前記表１の設定情報は、基地局と端末が全て知っているシステム情報であってもよい。
基地局は、無線フレームの設定情報が変わる時ごとに設定情報のインデックスだけを伝送
することによって、無線フレームのアップリンク－ダウンリンク割当状態の変更を端末に
知らせることができる。前記設定情報は、一種のダウンリンク制御情報であって、他のス
ケジューリング情報と同様に、ダウンリンク制御チャネルであるＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）を介して伝送されること
ができる。または、前記設定情報は、放送情報であって、ブノードキャストチャネル（ｂ
ｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介してセル内の全ての端末に共通に伝送される制
御情報であってもよい。または前記設定情報はシステム情報に含まれた情報であってもよ
い。
【００３７】
　前記表１で、‘Ｓ’が全てダウンリンクサブフレームとすると、設定情報２の場合、一
つの無線フレームは、８個のダウンリンクサブフレームと２個のアップリンクサブフレー
ムを含む。即ち、ダウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレームの比率が４：１
である。この場合、端末は、４個のダウンリンクサブフレームを介してデータを受信して
、１個のアップリンクサブフレームを介してＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送しなければなら
ない。このようにダウンリンクサブフレームの数がアップリンクサブフレームの数より大
きい場合、データが伝送されるサブフレームとＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が伝送されるサブフ
レームとを１：１に対応させるにはアップリンク無線リソースが足りない。従って、デー
タが伝送されるサブフレームとＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が伝送されるサブフレームとの間に
Ｎ：１マッピングをさせるが、この場合、一端末に対する複数のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）伝送に対するＨＡＲＱフィ
ードバックとして単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が使われてもよい。このようなモード（ｍｏ
ｄｅ）をＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドル（ｂｕｎｄｌｉｎｇ）であるともいう。
【００３８】
　図５は、ダウンリンクサブフレーム構造の一例である。
【００３９】
　図５を参照すると、ダウンリンクサブフレーム内の最初のスロットの以前の最大３ＯＦ
ＤＭシンボルはＰＤＣＣＨの割り当てられる制御領域（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒｅｇｉｏｎ）
であり、残りのＯＦＤＭシンボルはＰＤＳＣＨの割り当てられるデータ領域（ｄａｔａ　
ｒｅｇｉｏｎ）になる。制御領域にはＰＤＣＣＨの以外にもＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨな
どの制御チャネルが割り当てられてもよい。端末はＰＤＣＣＨを介して伝送される制御情
報をデコーディングしてＰＤＳＣＨを介して伝送されるデータ情報を読むことができる。
ここで、制御領域が３ＯＦＤＭシンボルを含むことは例示にすぎない。サブフレーム内の
制御領域が含むＯＦＤＭシンボルの数はＰＣＦＩＣＨを介して分かる。
【００４０】
　制御領域は、複数のＣＣＥ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）で
あるＣＣＥ集合で構成される。以下、ＣＣＥ集合は一つのサブフレーム内で制御領域を構
成する全体ＣＣＥの集合である。ＣＣＥは複数のリソース要素グループ（ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｇｒｏｕｐ）に対応される。例えば、ＣＣＥは９リソース要素グル
ープに対応されることができる。リソース要素グループはリソース要素に制御チャネルを
マッピングすることを定義するために使われる。例えば、一つのリソース要素グループは
４個のリソース要素で構成されることができる。
【００４１】
　複数の端末に対する多重化された複数のＰＤＣＣＨが制御領域内で伝送されることがで
きる。ＰＤＣＣＨはスケジューリング割当などのような制御情報（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎ
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ｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を伝送する。ＰＤＣＣＨは一つまたは多数の連続的なＣＣＥ（ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）の集団（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）上
に伝送される。以下、ＰＤＣＣＨ伝送のために使われるＣＣＥの数（Ｎｕｍｂｅｒｏｆ　
ＣＣＥｓ）をＣＣＥ集団レベル（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）という。例えば
、ＣＣＥ集団レベルは｛１，２，４，８｝の元素であってもよい。ＣＣＥ集団レベルはＰ
ＤＣＣＨ伝送のために使われるＣＣＥの数であり、ＰＤＣＣＨを検索するためのＣＣＥ単
位である。ＣＣＥ集団レベルの大きさは隣接するＣＣＥの数により定義される。端末毎に
ＣＣＥ集団レベルが異なることができる。例えば、図５では第２、第４及び第６端末（Ｕ
Ｅ２、ＵＥ４、ＵＥ６）のＣＣＥ集団レベル（Ｌ）は１である。第３及び第５端末（ＵＥ
３、ＵＥ５）のＣＣＥ集団レベル（Ｌ）は２であり、第１及び第７端末（ＵＥ１、ＵＥ７
）のＣＣＥ集団レベル（Ｌ）は４である。
【００４２】
　図６は、アップリンクサブフレームの構造の一例である。
【００４３】
　図６を参照すると、アップリンクサブフレームは、周波数領域でアップリンク制御情報
を伝送する物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）が割り当てられる制御領域（Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｇｉｏｎ）と使用者データを伝送するＰＵＳＣＨが割り当てられるデ
ータ領域（Ｄａｔａ　Ｒｅｇｉｏｎ）に分けることができる。
【００４４】
　一つの端末に対するＰＵＣＣＨは、サブフレームでＲＢ対（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏ
ｃｋ　ｐａｉｒ）に割り当てられ、ＲＢ対に属するＲＢは、２スロットの各々でお互いに
異なる副搬送波を占める。これをＰＵＣＣＨに割り当てられるＲＢ対がスロット境界（ｓ
ｌｏｔ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）で周波数跳躍（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）され
るという。
【００４５】
　ＰＵＣＣＨは多重フォーマットを支援することができる。即ち、変調方式（ｍｏｄｕｌ
ａｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅ）に従ってサブフレーム当たりお互いに異なるビット数を有す
るアップリンク制御情報を伝送することができる。次の表は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２
１１　Ｖ８．２．０に従って支援されるＰＵＣＣＨフォーマット、変調方式及びビット数
を表す。
【００４６】
【表２】

　ＰＵＣＣＨフォーマット１はＳＲ（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）の伝送に
使われて、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂは代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送に使わ
れて、ＰＵＣＣＨフォーマット２はＣＱＩの伝送に使われて、ＰＵＣＣＨフォーマット２
ａ／２ｂはＣＱＩ及び代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送に使われる。
【００４７】
　任意のサブフレームで代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が単独に伝送される場合にはＰＵＣＣ
Ｈフォーマット１ａ／１ｂを使われて、ＳＲが単独に伝送される場合にはＰＵＣＣＨフォ
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ーマット１を使用する。前記では各種制御情報を伝送するＰＵＣＣＨのフォーマットに関
して記述した。ＰＵＣＣＨのフォーマットに従って、制御情報の伝送に使われる無線リソ
ースの割当方式及び割当量が変わることができる。
【００４８】
　図７は、ＰＵＣＣＨにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送を示す。
【００４９】
　図７を参照すると、一つのスロットに含まれる７ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのうち３ＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルにはＲＳ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）が載せ、残りの４Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルにはＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が載せる。ＲＳはスロットの中間の３個
の隣接する（ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに載せる。
【００５０】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するために２ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＱＰＳＫ（
Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調させて一つの変調
シンボルｄ（０）に生成する。変調シンボルｄ（０）と循環シフト（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈ
ｉｆｔ）されたシーケンスｒ（ｎ，ａ）に基づいて変調されたシーケンス（ｍｏｄｕｌａ
ｔｅｄ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）ｍ（ｎ）を生成する。循環シフトされたシーケンスｒ（ｎ，
ａ）に変調シンボルをかけて次のような変調されたシーケンスｙ（ｎ）を生成することが
できる。
【００５１】
【数１】

　循環シフトされたシーケンスｒ（ｎ，ａ）のＣＳ（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）量ａは
各ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルごとに変わってもよく、同一であってもよい。ここでは、一つ
のスロット内に４ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対してＣＳ量ａを順次的に０、１、２、３、
４、５、６、７に置いているが、これは例示にすぎない。
【００５２】
　ここでは、２ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＱＰＳＫ変調を介して一つの変調シンボ
ルを生成することを例示しているが、１ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＢＰＳＫ（Ｂｉ
ｎａｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調を介して一つの変調シンボルを
生成することもできる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号のビット数、変調方式、変調シンボルの数
は例示に過ぎず、本発明の技術的思想を制限するのではない。
【００５３】
　また、端末容量を増加させるために、変調されたシーケンスは直交シーケンスを用いて
広がることができる。拡散係数（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ　ｆａｃｔｏｒ）Ｋ＝４である直交
シーケンスｗｉ（ｋ）（ｉはシーケンスインデックス、０≦ｋ≦Ｋ－１）であり、次のよ
うなシーケンスを使用することができる。
【００５４】
【表３】

　または、拡散係数Ｋ＝３である直交シーケンス　ｗｉ（ｋ）（ｉはシーケンスインデッ
クス、０≦ｋ≦Ｋ－１）であり、次のようなシーケンスを使用することができる。
【００５５】
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【表４】

　ここでは、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号のための一つのスロット内の４ＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルに対して拡散係数Ｋ＝４である直交シーケンスｗｉ（ｋ）を介して変調されたシー
ケンスを拡散させるのを示している。
【００５６】
　図８は、本発明の一例にともなうＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドル（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ｂｕ
ｎｄｌｉｎｇ）によりＨＡＲＱを遂行する方法を説明する。これはダウンリンク伝送に使
われるサブフレームの個数がアップリンク伝送に使われるサブフレームの個数より大きい
ＴＤＤシステムでダウンリンクにデータを受信した端末がＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップ
リンクに伝送することを示す。然しながら、本発明はＴＤＤシステムでないシステムでも
１個のアップリンクサブフレーム上に、複数のダウンリンクサブフレームに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号を伝送する場合に適用可能である。
【００５７】
　図８を参照すると、端末が連続する３個のダウンリンクサブフレーム上に受信するデー
タまたはＰＤＳＣＨに対応する一つのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を１個のアップリンクサブフ
レーム上に伝送する。即ち、データ（またはＰＤＳＣＨ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
の比率が３：１である。ＴＤＤシステムで特定端末に多数のサブフレームがダウンリンク
伝送に割り当てられる場合には前記ダウンリンクに伝送されるデータを一つのＨＡＲＱ（
Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ）パケット（ｐａｃｋｅｔ）と見なしてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝
送する。
【００５８】
　以下、ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドルにより一つのアップリンクサブフレームにより伝送さ
れるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｉｔｉｖｅ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）信号といい、前記一つのアップリンクサブフレームと関連した複数のダ
ウンリンクサブフレームのうち、任意の端末のためのデータが伝送される少なくとも一つ
以上のダウンリンクサブフレームを便宜上バンドルされた複数のダウンリンクサブフレー
ム（ｂｕｎｄｌｅｄ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅｓ）という。また、バンドル
された複数のダウンリンクサブフレームに属する各々のサブフレームをバンドルされたダ
ウンリンクサブフレーム（ｂｕｎｄｌｅｄ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）とい
う。
【００５９】
　端末が代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＡＣＫまたはＮＡＣＫに決定する方法は、次の通り
である。端末は、一つのバンドルされたダウンリンクサブフレームを介して受信した符号
語（ｃｏｄｅｗｏｒｄ）単位に復号化（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）を遂行して、その結果、得ら
れる複数のＡＣＫ信号またはＮＡＣＫ信号に論理的ＡＮＤ演算して、少なくとも一つの代
表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を生成する。即ち、端末はバンドルされたダウンリンクサブフレ
ーム上に受信される符号語を全て成功的に受信する場合に限ってＡＣＫ信号を伝送して、
一つの符号語でも受信に失敗するとＮＡＣＫ信号を伝送する。或いは、複数の代表ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号を生成する場合にはバンドルされたダウンリンクサブフレーム上に受信さ
れる符号語らを複数の符号語集合に分けて各符号語集合に対して上記のようにＡＣＫ／Ｎ
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ＡＣＫ信号を伝送する。多数の符号語が合わせられたダウンリンクデータを単一データと
して見てＡＣＫまたはＮＡＣＫを決定する原理である。ここで、符号語は、バンドルされ
たダウンリンクサブフレームごとに伝送されるデータの単位として、伝送ブロック（ｔｒ
ａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ）とも呼ばれることができる。
【００６０】
　以下、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の生成において判断の基礎となる符号語の集合をダウ
ンリンクデータパケットという。従って、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ信号である
と、端末がダウンリンクデータパケットを成功的に受信したことを意味して、代表ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号がＮＡＣＫ信号であると、端末がダウンリンクデータパケットの受信に失
敗したことを意味する。
【００６１】
　もし、端末がダウンリンクデータパケットのデコーディングに失敗したならば、ＮＡＣ
Ｋ信号を伝送することは自然であり、これに伴い基地局はダウンリンクデータパケットを
再伝送するとよい。然しながら、端末がスケジューリング情報（あるいはＰＤＣＣＨ）を
のがして特定バンドルされたダウンリンクサブフレームを介して伝送されるデータの存在
自体を検出できない場合、前記特定バンドルされたダウンリンクサブフレームを除外した
残りのバンドルされたダウンリンクサブフレーム（単数又は複数）だけに基づいてＡＣＫ
信号またはＮＡＣＫ信号の伝送を判断しなければならない。もちろん、端末がＮＡＣＫ信
号を伝送する場合は、基地局がダウンリンクデータを再伝送することができるため問題が
ない。然しながら、端末がＡＣＫ信号を伝送する場合は、前記特定ダウンリンクサブフレ
ームのデータが損失されて復旧できない問題が発生するおそれがある。従って、基地局ま
たは端末は、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が具体的にどのバンドルされたダウンリンクサブ
フレームに対応するかを知る必要がある。
【００６２】
　図８ではＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する主体を端末と仮定しているが、基地局も同じ
方式にＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することができることはもちろんである。
【００６３】
　図９は、本発明の一例にともなうＴＤＤシステムにおけるＨＡＲＱ遂行方法を表す流れ
図である。
【００６４】
　図９を参照すると、基地局はバンドル指示子（ｂｕｎｄｌｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
）を端末に伝送する（Ｓ１００）。バンドル指示子は、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送
のために一つのアップリンクサブフレームと関連する（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）バンドル
されたダウンリンクサブフレームを指示する制御情報である。バンドル指示子は、バンド
ルされたダウンリンクサブフレーム（単数又は複数）の個数であってもよく、バンドルさ
れたダウンリンクサブフレーム（単数又は複数）の伝送順序であってもよい。バンドル指
示子はスケジューリング情報に含まれ、ＰＤＣＣＨを介して伝送されることができる。ま
たはバンドル指示子はダウンリンクデータパケットに含まれて伝送されることもできる。
バンドル指示子に関する具体的な内容は後述される。
【００６５】
　基地局は、任意の端末にバンドルされたダウンリンクサブフレーム上にダウンリンクデ
ータパケットを伝送する（Ｓ１１０）。バンドルされた複数のダウンリンクサブフレーム
は、連続的（ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）サブフレームらである場合もあってもよく、不連続
的なサブフレームらであってもよい。ダウンリンクデータパケットは、物理チャネルであ
るＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）
を介してダウンリンクサブフレーム別に伝送される。バンドル指示子がダウンリンクデー
タパケットに含まれる場合、バンドル指示子は各ＰＤＳＣＨに含まれて伝送される。端末
はバンドルされたダウンリンクサブフレーム（単数又は複数）を検出（ｄｅｔｅｃｔ）す
る（Ｓ１２０）。端末は、バンドル指示子が指示するバンドルされたダウンリンクサブフ
レーム（単数又は複数）を全て成功的に検出してデータ復号化に成功した場合、受信エラ
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ーがないと判断して、一つのバンドルされたダウンリンクサブフレームでも紛失（ｍｉｓ
ｓｅｄ）されると、受信エラーがあると判断する。例えば、バンドル指示子により指示さ
れる３個のバンドルされたダウンリンクサブフレームのうち、端末が２個のバンドルされ
たダウンリンクサブフレームだけを検出したと仮定する。たとえ、２個のバンドルされた
ダウンリンクサブフレームを正常に検出して復号化したしても、残りの１個のバンドルさ
れたダウンリンクサブフレームの検出に失敗したため、端末はバンドルされたダウンリン
クサブフレームが紛失されたと判断して代表ＮＡＣＫ信号を生成する。もちろん、前記２
個のバンドルされたダウンリンクサブフレームのうち一つでも検出に失敗する場合にも端
末が検出エラーであると判断することは自明である。
【００６６】
　端末は代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を基地局に伝送する（Ｓ１３０）。端末は予め決めら
れたアップリンクサブフレーム上に代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する。代表ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号は、アップリンク制御チャネルであるＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）に伝送されることもでき、アップリンクデ
ータチャネルであるＰＵＳＣＨ（ＰｈｙｓｉｃａｌＵｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａ
ｎｎｅｌ）に伝送されることもできる。代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送のために使われ
るアップリンク無線リソースに関する具体的な内容は後述する。
【００６７】
　基地局は、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＮＡＣＫ信号である場合、ＨＡＲＱ再伝送
を遂行して、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ信号である場合、新規データ伝送を
遂行する（Ｓ１４０）。
【００６８】
　以下、バンドル指示子に関して詳述する。一例として、バンドル指示子はバンドルされ
たダウンリンクサブフレームの個数であってもよい。例えば、図８でバンドル指示子は３
である。バンドル指示子はバンドルされたダウンリンクサブフレームを介して伝送されて
もよく、一部を介して伝送されてもよい。端末は、自分の検出（ｄｅｔｅｃｔ）するバン
ドルされたダウンリンクサブフレームの個数をカウント（ｃｏｕｎｔ）する。以後、端末
は、バンドル指示子と自分のカウントした数であるカウンタ（ｃｏｕｎｔｅｒ）を比較す
る。もし、バンドル指示子と端末のカウンタが異なると、端末は代表ＮＡＣＫ信号を基地
局に伝送する、或いは何らの動作をせずに、そのままＤＴＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕ
ｓ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）モードに動作することができる。例えば、バンドル指示
子３を受信したとき、端末が実際にカウントした総ダウンリンクサブフレームの個数が２
であるとすると、１個のダウンリンクサブフレームの受信に失敗したことであるため、端
末は代表ＮＡＣＫ信号を基地局に伝送する、或いは何らの動作を取らない。
【００６９】
　他の例として、バンドル指示子は、特定端末に対するバンドルされたダウンリンクサブ
フレームあるいはＰＤＳＣＨの伝送順序を指示することができる。端末は、自分の検出す
るバンドルされたダウンリンクサブフレームの個数をカウントする。例えば、４個のダウ
ンリンクサブフレームが、一つのアップリンクサブフレームと代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
に対して関連されており、このうち３個が特定端末に対してバンドルされたダウンリンク
サブフレームを形成すると仮定する。この場合、３個のバンドルされたダウンリンクサブ
フレームの伝送順序に応じて１、２、３のように順次的にバンドル指示子が各バンドルさ
れたダウンリンクサブフレームに累積的に（ａｃｃｕｍｕｌａｔｉｖｅｌｙ）付けられる
ことができる。前記特定端末はバンドルされたダウンリンクサブフレームを成功的に検出
する時ごとにカウンタを増加させる。例えば、前記特定端末がバンドル指示子１、３に対
応するバンドルされたダウンリンクサブフレームだけを検出すると仮定する。１番目バン
ドルされたダウンリンクサブフレームを検出すると、カウンタは１となる。前記特定端末
が２番目バンドルされたダウンリンクサブフレームの検出に失敗するため、カウンタは相
変らず１に維持される。前記特定端末が３番目バンドルされたダウンリンクサブフレーム
を検出すると、バンドル指示子は３であるが、カウンタは２となる。バンドル指示子とカ
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ウンタの値が同じではないため、前記特定端末は、バンドル指示子１に対応するバンドル
されたダウンリンクサブフレームのＰＤＣＣＨの検出に失敗したことが分かる。この場合
、前記特定端末は、バンドルされたダウンリンクサブフレームに対して代表ＮＡＣＫ信号
を生成する、或いは何らの動作をせずに、そのままＤＴＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ
　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）モードに動作することができる。
【００７０】
　このように、端末がバンドルされたダウンリンクサブフレームの検出エラーであると判
断する例を図式化すると、次の通りである。
【００７１】
　（式２）
　バンドル指示子≠（ＮＤＡＩ－１）ｍｏｄ（ａ）＋１
　ここで、ＮＤＡＩは、端末が検出に成功したバンドルされたダウンリンクサブフレーム
の個数であり、ｍｏｄ（ａ）はモジュロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算である。バンドル指示子が
、ｃｅｉｌｉｎｇ［ｌｏｇ２（ａ）］ビット情報である時、バンドル指示子が最大伝送順
序ａ以上になると、再び伝送順序は１から始まるため、モジュロ演算を取る。このような
方法により端末は代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を正確に伝送することができる。ここで、バ
ンドル指示子は、ダウンリンク割当インデックス（ｄｏｗｎｌｉｎｋａｓｓｉｇｎｍｅｎ
ｔｉｎｄｅｘ；ＤＡＩ）の値とも呼ばれることができる。
【００７２】
　バンドル指示子は、ＤＣＩフォーマットに従ってその意味が変わることができる。例え
ば、アップリンクスケジューリング情報のためのＤＣＩフォーマット０である場合、バン
ドル指示子は、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するアップリンクサブフレームに対応さ
れる特定端末に対するバンドルされた複数のダウンリンクサブフレームの個数あるいはそ
のバンドルされた複数のダウンリンクサブフレームに属するＰＤＳＣＨ伝送の単純な個数
を表す。ダウンリンクスケジューリング情報のためのＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ
／１Ｄ／２／２Ａである場合、バンドル指示子は、バンドルされたダウンリンクサブフレ
ームを介して特定端末に伝送されたサブフレームあるいはＰＤＳＣＨの順序、即ち、特定
端末に対するサブフレームあるいはＰＤＳＣＨ伝送の累積的な回数（ａｃｃｕｍｕｌａｔ
ｉｖｅ　ｎｕｍｂｅｒ）を示して、バンドル指示子はサブフレーム別に更新されることが
できる。
【００７３】
　以下、端末が代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送に使用する無線リソースに関して説明す
る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドル方式では、バンドルされたダウンリンクサブフレームに対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が一つのアップリンクサブフレームを介して伝送される。従っ
て、該当アップリンクサブフレームにはバンドルされたダウンリンクサブフレームに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する無線リソースが割り当てられなければならない。例え
ば、４個のダウンリンクサブフレームに対して一つのアップリンクサブフレームにＡＣＫ
／ＮＡＣＫを伝送しなければならない場合、もし、４個のダウンリンクサブフレームを介
してお互いに異なる端末にダウンリンクデータが伝送される場合には、各端末は、同じで
ある１個のアップリンクサブフレームを介してＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することがで
きなければならない。従って、ダウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレームの
比率が１：１である時に比べて４倍のＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用無線リソースが各アップリ
ンクサブフレームに割り当てられなければならない。
【００７４】
　一方、バンドルされた複数のダウンリンクサブフレームを介して一つの端末にダウンリ
ンクデータが伝送される場合、前記バンドルされた複数のダウンリンクサブフレームに対
応するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用リソースは他の端末によって使われない。従って、端末は
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用に割り当てられた多数の無線リソースのうちいずれか一つの無線
リソースを用いて代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することができる。
【００７５】
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　本発明では、バンドルされた複数のダウンリンクサブフレーム内で端末が基地局のデー
タ伝送を検出した最後のバンドルされたダウンリンクサブフレームに関して割り当てられ
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用無線リソースを用いて代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するこ
とによって、基地局がバンドルされたダウンリンクサブフレームのＰＤＳＣＨが端末に無
事に伝送されたかを判断することができる基準になるようにする。例えば、端末がバンド
ルされた複数のダウンリンクサブフレームのうち最後の一つあるいは最後の複数のバンド
ルされたダウンリンクサブフレームをのがした場合（即ち、検出できない場合）、端末は
、前記最後のバンドルされたダウンリンクサブフレーム（単数又は複数）の直前のダウン
リンクサブフレームに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用無線リソースを用いて代表ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号を伝送する。この場合、基地局は前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の無線リソ
ースから端末が前記最後のバンドルされたダウンリンクサブフレーム（単数又は複数）を
のがしたことが分かる。これに関して図１０において詳細に説明する。
【００７６】
　図１０は、本発明の一例にともなう代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を無線リソースにマッピ
ングする方法を説明する図面である。これは代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＰＵＣＣＨ上に
伝送される場合である。
【００７７】
　図１０を参照すると、４個のダウンリンクサブフレーム当たり１個のアップリンクサブ
フレームがＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送のために割り当てられる。代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
信号が伝送されるアップリンクサブフレームに対応するバンドルされたダウンリンクサブ
フレームの可能な具体的な位置は、次の表で決められることができる。
【００７８】
【表５】

　前記表でサブフレームｎ（ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｎ）はアップリンクサブフレームである
デックスを表す。ｎ番目サブフレーム（アップリンクサブフレーム）に対応するバンドル
されたダウンリンクサブフレームはｎ－ｋに決定される。即ち、バンドルされたダウンリ
ンクサブフレームはｎ番目サブフレームよりｋだけ相対的に先のサブフレームになること
ができる。ここで、ｋはバンドルされたダウンリンクサブフレームを決定する指示子であ
って、Ｍ個の要素｛ｋ０，ｋ１，．．．ｋＭ－１｝の集合Ｋに属する。バンドルされたダ
ウンリンクサブフレームの具体的な位置はサブフレームｎと設定情報により決定される。
【００７９】
　例えば、無線フレームが設定情報２（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ２）により決められ
た場合において、２番目サブフレーム（ｎ＝２）上に代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送す
ると仮定する。ｎ＝２における指示子はＫ＝｛８，７，６，４｝である。従って、前記代
表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がカバー（ｃｏｖｅｒ）するバンドルされたダウンリンクサブフ
レームになることができるサブフレームらは、２番目サブフレームより相対的に８、７、
６、４だけ先のサブフレームである４、５、６、８番目サブフレームである。これはダウ
ンリンクサブフレームは、それに対応する代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が伝送されるアップ
リンクサブフレームより時間的に早いためである。
【００８０】
　各ダウンリンクサブフレームはＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨで構成され、各ＰＤＣＣＨは４
個の区間に区分される。この区間は無線リソースの一定領域、例えばリソースブロック（
ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ；ＲＢ）と呼ばれることができる。このような区分は例示
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に過ぎず、ＰＤＣＣＨの区分された間隔と区分の個数は多様に変形されることができる。
端末はＣＣＥを介してＰＤＣＣＨをデコーディングした後、ＰＤＣＣＨのダウンリンクグ
ラントに従ってＰＤＳＣＨをデコーディングする。端末はＰＤＳＣＨでデータを受信して
、このデータを受信する領域は無線リソース単位であるＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏ
ｃｋ）単位で構成されることができる。
【００８１】
　特定ＰＤＣＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用無線リソースはリソースインデックス
により決定されることができる。無線リソースとは、ＰＵＣＣＨの無線リソースを意味す
る。例えば、０番目ダウンリンクサブフレームは、アップリンクサブフレームにおけるイ
ンデックス１、２、３、４に該当する無線リソースをＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送のため
に使用して、１番目ダウンリンクサブフレームは、アップリンクサブフレームにおけるイ
ンデックス５、６、７、８に該当する無線リソースをＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送のため
に使用する。このように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を一つのアップリンクサブフレームの伝
送に使われる無線リソースは各ダウンリンクサブフレーム別に区分されることができる。
或いは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号伝送に使われる無線リソースの量を縮めるために各ダウン
リンクサブフレームに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは複数の複数のダウンリンクサ
ブフレームの間に重なることができる。
【００８２】
　前記４個のダウンリンクサブフレームのうち、特定端末が符号語を０、１、３番目ダウ
ンリンクサブフレームを介して受信すると仮定する。前記特定端末は０番目ダウンリンク
サブフレームのＰＤＣＣＨの区間３をデコーディングし、区間３が指示するＰＤＳＣＨを
読む。前記特定端末は、また、１番目ダウンリンクサブフレームのＰＤＣＣＨの区間６を
デコーディングし、区間６が指示するＰＤＳＣＨを読む。そして、前記特定端末は、また
、３番目ダウンリンクサブフレームのＰＤＣＣＨの区間１３をデコーディングし、区間１
３が指示するＰＤＳＣＨを読む。
【００８３】
　前記特定端末は、ＰＤＳＣＨの受信成功または失敗如何に従って代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
信号を伝送する。このとき、前記特定端末は、無線リソースインデックス３および６は用
いなく、前記特定端末が最も最近に受信した最後の区間１３に対応する無線リソースイン
デックス１３だけを用いて代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する。
【００８４】
　アップリンクサブフレームｎに対応される、バンドルされたダウンリンクサブフレーム
になることができる複数のダウンリンクサブフレームのうち端末が最も最近に検出した（
またはアップリンクサブフレームｎから時間的に最も近い）ダウンリンクサブフレームに
ともなう無線リソースが、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送に使われる。例えば、設定情
報２において、アップリンクサブフレーム２で代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が伝送されると
仮定する。
【００８５】
　バンドルされたダウンリンクサブフレームは４、５、６、８番目サブフレームであり、
このうち、端末が４、５、８番目ダウンリンクサブフレームを受信したならば、最も最近
に受信した８番目ダウンリンクサブフレームにともなう無線リソースを用いて代表ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号を伝送する。これはＫ＝４である場合である。即ち、集合Ｋに属する要素
のうち最も小さい数によるダウンリンクサブフレームが決定されると、代表ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号の伝送のための無線リソースもこれに伴い決定される。これは代表ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号を伝送する無線リソースを決定する方法であって、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が
ＡＣＫ信号であるかまたはＮＡＣＫ信号であるかを決定する方法は、前記図８の以下で説
明した通りである。
【００８６】
　もし、前記特定端末が３番目ダウンリンクサブフレームのＰＤＣＣＨの区間１３を検出
できなければ、区間１３によるＰＤＳＣＨを読むことができない。従って、前記特定端末
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は、自分が最後に受信した区間６に対応される無線リソースインデックスにより代表ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ信号を伝送する。一方、基地局は区間１３に従ってダウンリンクデータを伝
送したため、無線リソースインデックス１３にともなう代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の受信
を期待する。ところが、基地局は、無線リソースインデックス６にともなう代表ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号を受信するため、自分が区間１３に従って最後に伝送したダウンリンクデー
タの伝送が失敗したことが分かる。従って、基地局は代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ
信号であるとしても、ＨＡＲＱ再伝送を遂行することができる。
【００８７】
　このようにＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用無線リソースを選定する方法が式２にともなうバン
ドル指示子を用いたバンドルされたダウンリンクサブフレームのエラー検出方法、即ち、
バンドル指示子が各端末に対するバンドルされたダウンリンクサブフレームの伝送順序を
指示する方法と結合される場合、紛失される（ｍｉｓｓｅｄ）バンドルされたダウンリン
クサブフレームの位置が最後であれ、中間であれエラーを検出することができる。例えば
、前記特定端末が１番目ダウンリンクサブフレームのＰＤＣＣＨの区間６を検出すること
ができず、区間１３は検出したと仮定する。区間３のＰＤＣＣＨにおけるバンドル指示子
は１であり、区間６のＰＤＣＣＨにおけるバンドル指示子は２であり、区間１３のＰＤＣ
ＣＨにおけるバンドル指示子は３である。端末は区間６の検出に失敗するため、区間１３
のＰＤＣＣＨを検出した時の自分のカウンタは相変らず２を指す。このとき、端末は、区
間１３に対応する無線リソースによって代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送せず、ＤＴＸモ
ードに動作する。基地局は区間１３によってダウンリンクデータを伝送したため、無線リ
ソースインデックス１３にともなう代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の受信を期待する。ところ
が、基地局は何らの代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信しないため、ＨＡＲＱ再伝送を遂行
することができる。
【００８８】
　整理すると、基地局は、代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送される無線リソースが予想さ
れる無線リソースと一致するかを判断することによって、バンドルされたダウンリンクサ
ブフレーム内の最後の一つあるいは最後の複数のダウンリンクサブフレームの検出失敗を
判断することができる。また、端末は、基地局が伝送したバンドル指示子と自分の検出し
たバンドルされた複数のダウンリンクサブフレームを比較することによってバンドルされ
たダウンリンクサブフレームの検出失敗を判断することができる。
【００８９】
　以下、アップリンクデータの伝送に使われる無線リソースを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信
号を伝送する方法に関して開示する。端末がアップリンクサブフレームにＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号を伝送する時点にアップリンクデータも共に伝送する場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
の伝送のために割り当てられる無線リソースは、一般的な制御情報の伝送のための無線リ
ソースでないこともある。即ち、端末はＰＵＣＣＨにおける無線リソースでない、ＰＵＳ
ＣＨにおける無線リソースを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することができる。ここ
で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は一般的なアップリンクデータと多重化されてもよい。アップ
リンクデータに使われる無線リソースは、アップリンク制御情報に使われる無線リソース
に比べて多いため、ＰＵＳＣＨにＡＣＫ／ＮＡＣＫが伝送される場合には一層多くの情報
を送ることができるためである。
【００９０】
　本発明で、端末は、自分が受信成功如何を判断したダウンリンクデータだけでなく、自
分が認識することができない、或いは自分に伝送されたデータがないダウンリンクサブフ
レームに対するＮＡＣＫ信号も伝送する。ダウンリンクデータに対して形式上ＮＡＣＫ信
号を伝送する必要がある時、このようなＮＡＣＫ信号をダミーＮＡＣＫ信号（ｄｕｍｍｙ
　ＮＡＣＫ）という。ダミーＮＡＣＫ信号を伝送すると、基地局は、端末がダウンリンク
データを正しく受信したかが分かり、端末が伝送したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が真であるか
も分かる。
【００９１】
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　図１１は、本発明の一例にともなうＴＤＤシステムでＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送方法
を説明する説明図である。
【００９２】
　図１１を参照すると、４個のダウンリンクサブフレーム＃０、＃１、＃２、＃３と前記
４個のダウンリンクサブフレームに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するアップリン
クサブフレーム＃ｎがある。ダウンリンクサブフレーム＃０だけが端末Ａのためのダウン
リンクデータを伝送する。従って、端末はダウンリンクサブフレーム＃０をデコーディン
グし、これに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をアップリンクサブフレーム＃ｎのＰＵＳＣＨ
の無線リソースａを用いて伝送する。そして、ダウンリンクサブフレーム＃１、＃２、＃
３に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を全てＮＡＣＫ信号として３個のＮＡＣＫ信号をアップ
リンクサブフレーム＃ｎのＰＵＳＣＨの無線リソースｂ、ｃ、ｄを用いて伝送する。たと
え、ダウンリンクサブフレーム＃１、＃２、＃３では端末Ａのためのダウンリンクデータ
が伝送されないとしても、端末はこれに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を全て伝送する。即
ち、端末Ａは総４個のＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するものである。無線リソースａ、ｂ
、ｃ、ｄを連続して表記したが、これは例示に過ぎず、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送され
る無線リソースはＰＵＳＣＨ内で散在して存在することができる。また、無線リソースａ
、ｂ、ｃ、ｄにＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号のマッピングされる方式は、ＰＵＣＣＨでＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号のための無線リソースのマッピング方式と差があることがある。さらに、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ信号は独立的に伝送される、或いはアップリンクデータと多重化されて伝
送されることができる。
【００９３】
　一方、必要に応じてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＰＵＣＣＨによっても伝送されることがで
きる。この場合には前述の方法のように代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するようになる
。ＰＵＣＣＨを介して代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するか、またはＰＵＳＣＨを介し
てダミーＮＡＣＫ信号を伝送するか否かはシステムにより自由に選択されることができる
。また、これらの両者間にスイッチング（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）されて動的にＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号が伝送されることもある。
【００９４】
　上記の通り、端末が自分の受信可能な最大ダウンリンクサブフレームの数あるいはデー
タの数だけのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する方法は、データの数が増えるほどフィード
バックしなければならないオーバーヘッドが増加する問題がある。従って、以下でフィー
ドバックオーバーヘッドを縮めることができる方法に関して説明する。
【００９５】
　図１２は、本発明の他の例にともなうＴＤＤシステムでＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の伝送方
法を説明する流れ図である。
【００９６】
　図１２を参照すると、基地局はＮＤ個のダウンリンクサブフレームでバンドルされた複
数のダウンリンクサブフレームを構成して、前記バンドルされた複数のダウンリンクサブ
フレームを介してデータを端末に伝送する（Ｓ２００）。ダウンリンクデータは前記バン
ドルされた複数のダウンリンクサブフレームのＰＤＳＣＨに伝送される。前記ダウンリン
クデータを受信した端末は代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する（Ｓ２１０）。代表ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ信号の生成方法は図８で説明した通りである。このように、端末は、データ
カウンティング情報（ｄａｔａ　ｃｏｕｎｔｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）ＮＣを基
地局に伝送する（Ｓ２２０）。データカウンティング情報ＮＣは、前記ＮＤ個のバンドル
された複数のダウンリンクサブフレームのうち該当端末が検出したバンドルされたダウン
リンクサブフレームの個数であり、ＮＤ＝ＮＣ＋Ｎｍｉｓｓｅｄが成立する。ここで、Ｎ

ｍｉｓｓｅｄは前記端末が検出できないバンドルされたダウンリンクサブフレームの個数
である。
【００９７】
　もし、前記データカウンティング情報を独立的な情報ビット列に表現すると、前記デー
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タカウンティング情報を伝送するときに必要なビット数はｃｅｉｌｉｎｇ［ｌｏｇ２（ｍ
ａｘ（ＮＤ））］である。もし、ある端末が伝送しなければならない代表ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号のビット数が２であれば、端末はｃｅｉｌｉｎｇ［ｌｏｇ２（ｍａｘ（ＮＤ））］
＋２ビットの情報をアップリンクサブフレームにより伝送しなければならない。従って、
伝送しなければならない最大ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット数である２×ｍａｘ（ＮＤ）個のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫを常に伝送することより前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号とカウンティング
情報を伝送することがシグナリングオーバーヘッド側面で望ましい。前記代表ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号と前記データカウンティング情報はＰＵＳＣＨを介して伝送される。
【００９８】
　基地局は、前記代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と前記データカウンティング情報からＨＡＲ
Ｑ再伝送を遂行するか、新規データの伝送を遂行するかを決定する（Ｓ２３０）。このよ
うな決定は前記基地局がＮＤとＮＣを比較することによって行われる。一例として、端末
がバンドルされた複数のダウンリンクサブフレームを全て検出すると、Ｎｍｉｓｓｅｄ＝
０であるため、ＮＣ＝ＮＤである。即ち、基地局はバンドルされた複数のダウンリンクサ
ブフレームが全て端末により成功的に検出されたことが分かる。従って、基地局は、前記
代表ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号に従ってＨＡＲＱ再伝送または新規データの伝送を遂行する。
【００９９】
　他の例として、端末が一つのダウンリンクサブフレームでものがせばＮｍｉｓｓｅｄ≠
０であるため、ＮＤ≠ＮＣである。従って、基地局は、端末がＮｍｉｓｓｅｄ個のバンド
ルされたダウンリンクサブフレームをのがしたことが分かる。このとき、基地局は、たと
え代表ＡＣＫ信号を端末から受信しても、ＨＡＲＱ再伝送を遂行することができる。
【０１００】
　本発明は、ハードウェア、ソフトウェアまたはこれらの組合せによい具現されることが
できる。ハードウェア具現において、上述した機能を遂行するためにデザインされたＡＳ
ＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕ
ｉｔ）、ＤＳＰ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）、ＰＬＤ（ｐ
ｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅ）、ＦＰＧＡ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏ
ｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ）、プロセッサ、制御機、マイクロプロセッ
サ、他の電子ユニットまたはこれらの組合せにより具現されることができる。ソフトウェ
ア具現において、上述した機能を遂行するモジュルにより具現されることができる。ソフ
トウェアは、メモリユニットに格納されることができ、プロセッサにより実行される。メ
モリユニットやプロセッサは当業者によく知られた多様な手段を採用することができる。
【０１０１】
　以上、本発明に対して実施例を参照して説明したが、該当技術分野の通常の知識を有し
た者は、本発明の技術的思想及び領域から外れない範囲内で本発明を多様に修正及び変更
させて実施可能であることを理解することができる。従って、上述した実施例に限定され
ることではなく、本発明は特許請求範囲の範囲内の全ての実施例を含む。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０　基地局
　２０、５０　端末
　５１　プロセッサ
　５２　メモリ
　５３　ＲＦ部
　５４　ディスプレー部
　５５　使用者インターフェース部
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